
第１４０回「萩句会報告」  （順不同） 
  日時 ２０２２年１月１０日（月）１４時～１７時  
  
兼題 「水餅」「若菜摘」                                                                                                                                                                                                                     

 
 川井素山  〇錠剤の飛んでいづこへ寒の入 

    鰰で仕舞ふ番屋のコップ酒 
    パンドラの壺開けてもみたし老いの春 
    水餅に妻の手際の良さを見る 
 

保井寶正  〇老木の桜伐採春遠し 
    若菜摘む水草匂ふモネの庭 
    水餅や男料理のバタポワレ 
    初詣寒き都の花手水 
 

佐久間喬  〇離陸機のかなた遠富士初茜 
    不揃いの水餅焼くや雲のごと 

    凛として水餅白し朝まだき 
    冬空に細雲伸びて羅針盤 

 
丸山酔宵子 〇来し方を廻るやけふの寒椿 

    見覚への字面懐かし賀状手に 
    床下の水餅甕や昭和人 
    水餅や白味噌汁に柚子香る 

 
 吉田啓悟  〇裸木や明日ある子らをみるように 

朝日さす玄関脇の福寿草 

輪飾に火打石の 音
ね

清めの音 

    一椀の若菜の粥に野の息吹                                                            
 

青木英林  〇飼犬の 急
せ

かす散歩や日脚伸ぶ 

    雪見船墨絵となりし最上川 
    水餅や我が家の好みバター焼き 
    出初式鳶の軽業晴れ舞台 

 
山本草風  〇妻病い神にささげる若菜摘む 

落葉掃く悟りの道へ若き僧 
    熱燗の昔の我に夢ありし 
    悲喜ともに終ひ湯浸る去年今年                                                                                                                                     

 
渡辺鯨波  〇ママ友の集う令和の若菜粥 

初デート若菜パスタで盛り上がる 
    人日や笑い堪える文士劇 
    一匙のジャム入り紅茶春の風邪 



 
後藤克彦  〇メダカ飼う深き水瓶初氷 
    一色に一面染める雪景色 
    水餅の濁りし水に残り無し 
    先客の列の多さや初売り場                                                          

 
原 晶如  〇スコップの音の聞こゆる深雪晴 
       水餅の肌にくつくり網のあと 
      さそわれて道草ごころ若菜摘 
      冬晴れや半纏木に鞘の花                                                                                                        

 
永井正孝  〇水餅の揺れで測る今朝のなゐ 
       土手の道七草探がす若菜摘み 
       雑炊の〆の一匙堪能す 
       スノボーが疵を残して帰還せり 

 
佐久間たか子〇福寿草地に日輪の在るごとし 

       雪搔に 彼方
あ ち

此方
こ ち

に出る老夫婦 

筆始新しき匂ひ心満つ 
       若菜摘揃わぬ畔や夕日観る 

 
金森純女  〇初硯をんなと書きて天仰ぐ 
       初鴉よそゆき声で鳴きにけり 
       水餅や真白き体揺らしをり 
       歯固めや花びら餅のひんやりと 

 
青葉ひかる 〇朝焼けに富士の白雪拝みけり 
       透き通る風の冷たさ福寿草 
       ひかり飛び若菜摘む手の生きし我 
       元旦の松菊万両備前焼 

 
次回「萩句会」 
 

日時 ２０２２年２月１４日（月）１４時～１７時 
場所 下目黒住区センター第一会議室 

 
兼題『朧』 

または『野焼き』一句 
   当季雑詠 三句 
 

会議室は３密を避けるため広い部屋で、マスク着用で行います。 
アルコール消毒も十分に行います。 
当日欠席となる方は投句をお願い致します。 
投句の締め切りは２月１１日（金）です。 

 


